
いつもありがとうございます。 

W37 青果発注書をお送り致しました。 

御注文のほど、何卒よろしくお願い申し上げます。 

 

・北海道産 和田農園 男爵 から新登場 



品種は別として、じゃが芋はじゃが芋なりの味だけが野菜だと思っていましたが 

じゃが芋にもそれぞれ作り手の味がするんだと、この和田さんの男爵を初めて食べたときに 

思い知らされました。 

 

市場に出回る商品は美味しいものもあれば、そうでないものも当然ある。 

それは価格に反映されることがほとんどで、安ければ安いなりの理由があり、 

高いものであれば何かしら相応の理由が存在するのもまた当然だろうと思う。 

和田農園さんの男爵はやっぱり美味しいことは、 

食べたことがある人ならすぐに理解できるはずです。 

その味は、カレーのような味の濃い料理に使っても、しっかりじゃが芋だという「本物の味」を 

カレーに負けずに主張してくるくらい美味しいです。 

 

北海道産のじゃが芋となると独自に仕入開発されている企業さまも多いのではないかと 

想像しておりますが、一度、試しに取り扱ってみては如何でしょうか。 

長芋、ネバリスター、ごぼう、和田農園さんの商品を取り扱った経験がある企業さまは 

レベルの高さをお客さまの声からも伝わっているのではないかと思いますので、 

是非、この男爵も計画に入れてみて頂きたいです。 

 

少し早い気もするのですが、今年の冬至用南瓜も 

この和田農園さんをメインにと考えております。 

昨年から冬至用南瓜に関しましては、予約発注制をとらせて頂いておりますが、 

今年も昨年同様に予約発注を開始させて頂きます。 

予約発注を頂ける時期により、納品価格が変動致しますので、お早めに企画計画をして 

実際に予約発注してもらえると幸甚でございます。 

次週に冬至用南瓜の詳細を御提案させて頂きます。（有安海） 

・・・・・・・・・・・・・ 

 



先日、サンリブの菊池社長と和田農園を訪問しました。 

和田農園のスーパースターも、お父さんから息子へとリレーしています。 

天下の株式会社サンリブの社長と肩を並べても、 

その存在感は見劣りすることなくいられることは、 

次期スーパースターに相応しい人物かと思います。 

画像の男爵は、雨後の畑から私たちが訪問したことで少し掘り起こしてくれました。 

なので、土が湿り加減ですが、そのじゃが芋の存在感も流石です。 

掘り起こして、見せて、土の戻そうとしているところを、『待って、待って』 と声を掛け、 

手のひらの上で写真を撮らせてもらっていると、 

横から 『なるほど、そうして発注書に載せるのですね』 と声が飛んで来た。 

毎週、菊池社長にも発注書本文を送っていて、 

それをしっかり読んでくれているんだって分かり、 

嬉しかった。 

この和田農園さんの男爵・メークインは人気の商品だが、残念ながら作付けが増えず、 

いつも 8月末頃からスタートして、10月末頃には終了してしまう。 

それは、和田農園さんの基幹作物じゃが芋・ごぼう・長芋・栗南瓜ほろほろ、のうち、 

じゃが芋は収益性の低い作物なのか、作付けを増やしてもらえない。 

逆に考えると、お店にとって優位に働く産地価格なのかもしれない。 

また、同等に美味しくスター性のある農家・作物を開発する必要がありますね。 

(吉田清一郎) 

  

  



・徳島県産 特別栽培 佐々木さんのレンコン 開始となります。 

9月 5日産地出荷から新登場です。 

写真は佐々木さんの畑ではないのですが、佐々木さんの家のすぐ近くの畑です。 

これから 3月くらいまで続きます。 

一昨年（2020年）から取り扱いを開始し、 

その時は特別栽培の基準を満たしているにもかかわらず、（いまいち理由を聞いても納得 

いきませんでしたが）周りの農家の目を気にして特別栽培扱いにはしないようにと 

要望をもらったので、特別栽培とはなりませんでしたが、昨年からは気が変わったらしく 

特別栽培扱い OK となりました。 

もちろん今年も特別栽培となります。 

写真の男性は洗浄後の品質管理をしているところです。 

徳島県以外がどうかまではわかりませんが、少なくとも徳島県のレンコン農家は 

収穫後に一度大雑把に水で泥を落とします。 

その後に専用の機械で 1本 1本丁寧に泥を落として傷や病気のチェックをします。 

写真は泥を落とした後の傷と病気のチェックです。 

傷や病気があればその節をまるっとカットして無事なもののみを次の箱詰めに 



移行します。 

 

今は収穫開始から一月ほどの為、サイズ的には L が中心になります。 

だいたい 1 ケース(5kg)に 5本くらい入る計算です。 

秋冬くらいにはもう一回り大きくなり、それが 3月中旬くらいまで継続となります。 

           

・徳島県産 佐々木さんのレンコン コト POP 

前々から、発注書等でご案内しておりました 

佐々木さんのれんこんが、今週W37 に新登場いたします。 

 

徳島県・吉野川がもたらす、 

肥沃な粘土質の土壌で、圧力をかけられながら育ったレンコンは、 

身が引き締まり、味も濃く凝縮されています。 

 

 



本日ちょうど測定を行ったのですが 

糖度 9.4 と、高い数値が検出されました。 

 

佐々木農園さんの案内では、 

【うすく輪切り】…油であげるとカリカリ、生で食べればしゃきしゃき食感 

【乱切り】…煮物等に入れると、ホクホク食感 

等、切り方や調理法で様々な顔を見せてくれる、レンコンであると紹介されています。 

その内容を元に、コト POP を作成しました。 

他の食材に合いやすく、メインにも、小鉢にも使えるレンコンは活用しやすい食材です。 

 

上記コト POPは、Dropbox からダウンロード等、 

通常の商品 POP と一緒に、是非ご活用くださいませ。(販促部:吉田紗知子) 

 

・青森県産 特別栽培 津軽りんご・サンつがる 

本発注書より、『青森県産 特別栽培 津軽りんご・サンつがる』が新登場です。 

りんごと言えば青森！というように誰もが知っている全国一の産地ですが、 

その中でも斎藤さんりんごは、一味違います。 



コト POP と、左の画像を見て頂くと 

分かりますが、 

葉を残したまま栽培されています。 

普通、りんご栽培では、実の色づきを 

良くするため、葉は取ってしまうのです。 

 

しかし、りんごも生き物です。 

葉が減ると、その分 光合成もできなくなります。 

光合成ができなくなると、栄養分も作られにくく

なるということです。 

栄養が行き届いて、樹もりんごも健康である

方が、当然 味も良くなります。 

多少の色づきを犠牲にしてでも、 

本当に美味しいりんごを食べてもらいたい。 

そんな思いで、栽培されています。 

 

津軽地方という、青森の中でも比較的積雪が多いこの地域。 

グッと冷え込むことで、りんごの実が引き締められ、甘さも増します。 

地域の特性だけでなく、生産者の栽培の工夫によって、 

同じブランド産地の中でも、埋もれることのない美味しさを生み出しています。 

 

『青森県産 特別栽培 津軽りんご・サンつがる』 

是非、御取組みの程、宜しくお願い致します。(販促部：渡部智加) 

  



・輸入松茸 関空直送 

今のところ高値推移している松茸です。 

 

松茸を売り込むには、未だ少し早いかも知れませんね。 

 

でも、今週後半には 9月に入ります。 

昨夜、ようやくクーラーから解放されました。 

今年は梅雨が早く上がったせいか、彼此ふた月クーラーに沈んでいました。 

元々、クーラーは苦手で、ひと夏でも僅かしかクーラーは入れなかったのですが、 

65歳を過ぎたあたりから、体力的に持たなくなってしまい、 

クーラーを使うようになりました。 

もうひとつ、今年の夏の特徴は、西瓜をよく食べました。 

あの、カット西瓜というんですか。 

あれ、良いですね。 

何たって、直ぐに食べられる。 

随分、私が随分というのだから 20年くらい前、真夏に高知出張をしていて、 



あまりの暑さにスーパーマーケットに飛び込んで、 

カット西瓜を見つけて、車に戻りむさぼるように食べて、幸せ気分に浸った記憶があり、 

それがカット西瓜に気づいた最初です。 

 

私のなかでは、無限樹の大川さんの南瓜が出て来ると秋の到来です。 

夏の間、少し弱っていた草もまた元気に旺盛な姿を見せて来ました。 

今から、アブが姿を消すまで、また草との戦いですが、 

そろそろ、松茸を食べたくなってきました。 

 

牛肉より高いかどうか分かりません。 

豪華かどうかも分かりません。 

だけど、『贅沢』 と言われれば否定はしません。 

今年の夏は果物がどの企業様でも好調だという事ですが、 

それって、贅沢をみんなが楽しんでいる証しかもしれないですよね。 

果物バイヤーさんは、得意満面な表情で Zoom に出て来られますが、 

野菜のバイヤーさんも、野菜だって 『贅沢』 という品物は沢山あります。 

  

 いろいろ、知恵を絞って 『贅沢』 を企画提案してみて下さい。 

 野菜で、何とか安く仕入れて、安く売って粗利を稼ごうとしている傍らで、 

 せせら笑うように前年対比 2桁も伸ばされれば立つ瀬無いですよね。 

 キーワードは 『買って満足』 です。 

 満腹ではありません。 

 

 秋だ！KINIKO だってシーズンです。 

 夏の間、暑くって空を見上げるなんてとんでもない事でしたが、 

 今なら大丈夫、空を見てみて下さい。 

 天高くなっていますよ。 



 確かに市場経由のキノコ類は、粗利が稼げるように仕組みが成り立っています。 

 さすが、寡占化が進んでいる業界だけの事はあります。 

 だけど、きのこだって集客出来ます。 

 少し、店独自でオリジナルなラベルを企画して、 

 隣の店とはひと味違う 『秋の売り場』 作りにエネルギーを使ってみて下さい。 

(吉田清一郎) 

 

・ミニトマトのご連絡です 

日頃たくさんのご注文を頂いています、 

長崎県産特別栽培なんぶミニトマトアイコ・ 

北海道産特別栽培無限樹のミニトマトキャロル 10・ 

北海道産特別栽培トマトイミニトマト 

ですが、それぞれの事情がありますが、産地状況芳しくなく、案内が変わります。 

 

長崎県産 特別栽培 なんぶミニトマトアイコ・・・高温障害により今の圃場の分が悪く、 

次の圃場が収穫できるまで休止。11月くらい予定。 

北海道産 特別栽培 無限樹のミニトマトキャロル 10・・・北海道は今がピークの収穫量 

ですが、産地での収量以上に注文が来ている為、数量調整の可能性あり。 

北海道産 特別栽培 トマトイミニトマト・・・無限樹のミニトマトキャロル 10 の補填産地 

として新しく加わりましたが、無限樹様と同じく、産地収穫量以上に 

注文が来ている為数量調整の可能性あり。 

 

上記の状況となっています。 

たくさんのご注文を頂けることに感謝すると同時に、 

しっかり納品ができていない状態に申し訳なく思う状態です。 

ご迷惑をおかけしますが宜しくお願い致します。 

 



・ペルー産ナチュラルヒーロー有機栽培バナナの価格改訂のお知らせ 

先日よりご案内しておりましたが、この週より値上がりになります。 

インポーターからは円が元の水準まで戻ったら価格を戻すと約束していますが 

はたして元に戻るのかと疑問視してはいます。 

ともあれ、ご注文いただいています企業様にはご迷惑をおかけしますが 

宜しくお願い致します。 

 

・新登場 

          北海道産        和田さんの男爵 

          徳島県産 特別栽培 佐々木さんのレンコン 

          北海道産 特別栽培 中村さんの玉ねぎ 

          青森県産 特別栽培 津軽りんごサンつがる 

 

・商品案内変更 

          ペルー産  有機栽培 ナチュラルヒーローバナナ・・・値上げ 

          北海道産 特別栽培 無限樹のミニトマトキャロル 10・・・原体案内再開。 

ただし直送の案内休止。 

          長崎県産 特別栽培 なんぶミニトマトアイコ・・・休止。 

          京都府産        カット九条ネギ・・・規格改定。40g→35g。等 

          宮崎県産 特別栽培 風土のさつま芋宮崎紅・・・L サイズ価格変更。値下げ。 

          北海道産 特別栽培 トマトイミニトマト・・・直送の案内休止。 

 

・終了 

          ニュージーランド産     レモン 

          徳島県産 特別栽培 わかめの力のキタアカリ 

  



・9月新登場予定 

香川県産 有機栽培 宮下さんの坂出金時・・・w３８予定 

香川県産 有機栽培 宮下さんのハロウィンスイート・・・w３８予定 

熊本県産 特別栽培 吉田さんのみかん(肥のあけぼの)・・・w３９予定 

種子島産        糖蜜安納芋・・・w３９予定 

 

それでは、今週も御注文のほど、何卒よろしくお願い申し上げます。 

 

有限会社アルファー 

吉田清一郎 

 

 


